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進事業」では、環境活動等に熱心な企業の皆様にご支進事業」では、環境活動等に熱心な企業の皆様にご支
援をいただきながら、県が仲介役となって、新しいス援をいただきながら、県が仲介役となって、新しいス
タイルの森林づくりを推進しています。タイルの森林づくりを推進しています。
　本年5月10日、新たに、「㈱サンクゼール」と「一　本年5月10日、新たに、「㈱サンクゼール」と「一
般財団法人C.W.ニコル・アファンの森財団」の間で、般財団法人C.W.ニコル・アファンの森財団」の間で、
地域の里山づくり等に関するオフィシャルスポンサー契約が締結され、式典が行われました。地域の里山づくり等に関するオフィシャルスポンサー契約が締結され、式典が行われました。
　式典では、同財団が伐採木の搬出などで活躍する馬（雪丸、茶々丸）も参加し、ぶどう畑の耕作デ　式典では、同財団が伐採木の搬出などで活躍する馬（雪丸、茶々丸）も参加し、ぶどう畑の耕作デ
モンストレーションなどにより会場を盛り上げました。モンストレーションなどにより会場を盛り上げました。
　㈱サンクゼールの久世良太社長は「豊かな森づくりや、働く馬を活用した里山再生をともに実現　㈱サンクゼールの久世良太社長は「豊かな森づくりや、働く馬を活用した里山再生をともに実現
する第一歩」と挨拶をするなど、今回の契約を契機に様々な活動が展開されることが期待されます。する第一歩」と挨拶をするなど、今回の契約を契機に様々な活動が展開されることが期待されます。
　本事業は、多くの企業や地域の皆様が森林に係る活動を推進する中で、様々な交流が生まれるきっ　本事業は、多くの企業や地域の皆様が森林に係る活動を推進する中で、様々な交流が生まれるきっ
かけとなっており、県内の里山を元気にする重要な取組であることから、一層の推進を行います。かけとなっており、県内の里山を元気にする重要な取組であることから、一層の推進を行います。
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【信州の木活用課】
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トピックス

　

五
月
十
一
、十
二
日
の
二
日
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
た
同
大
会
は
、
お
よ
そ
一
万
人

の
来
場
者
を
迎
え
て
大
盛
況
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
、
い
ま
だ
に
そ
の
余
韻
が
伊
那
の

地
に
漂
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。

　

開
会
を
飾
る
伊
那
西
高
校
の
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
は
「
私
達
が
い
た
だ
い
て

い
る
多
く
の
資
源
や
恵
み
に
感
謝
し　

木
工
技
術
の
継
承
と
木
材
文
化
の
浸
透
を
促

し　

次
世
代
に
繋
げ
て
い
こ
う
」
と
、
勢
い
よ
く
書
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

若
者
の
思
い
を
乗
せ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
こ
の
大
会
を
貫
い
て
い
ま
し
た
。
十
代
か

ら
八
十
代
ま
で
四
百
人
を
超
え
る
職
人
が
全
国
か
ら
集
い
、
木
工
技
術
の
極
み
と
称

さ
れ
る
鉋
の
薄
削
り
に
し
の
ぎ
を
削
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
若
い
職
人
は
競
技
の
合

間
を
縫
っ
て
ベ
テ
ラ
ン
に
教
え
を
乞
い
、
ベ
テ
ラ
ン
も
自
分
の
弟
子
に
は
言
葉
に
し

な
い
よ
う
な
こ
と
を
惜
し
げ
も
な
く
教
え
る
と
い
う
よ
う
な
交
流
が
行
わ
れ
て
い
る

の
だ
そ
う
で
す
。
こ
う
し
た
競
技
の
傍
ら
で
、
小
学
生
、
中
学
生
、
高
校
生
も
関
連

行
事
に
参
加
し
、
特
に
高
校
生
は
延
べ
三
百
人
を
超
え
る
生
徒
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
大
会
運
営
を
支
え
ま
し
た
。
建
前
の
実
演
に
参
加
し
た
上
伊
那
農
業

高
校
の
生
徒
が
感
銘
を
受
け
て
、
実
際
の
建
築
現
場
に
研
修
に
行
く
こ
と
が
決
ま
っ

た
と
い
う
具
体
的
な
成
果
も
現
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

今
回
、
木
製
品
、
木
造
建
築
の
つ
く
り
手
か
ら
様
々
な
気
づ
き
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
企
画
段
階
か
ら
若
者
の
参
加
を
得
て
共
に
行
事
を
つ
く
り
あ
げ
る
大
切
さ
は
も

ち
ろ
ん
、
山
側
か

ら
は
ど
の
よ
う
な

商
品
や
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
で
き
る
の

だ
ろ
う
か
と
深
く

考
え
る
き
っ
か
け

を
貰
っ
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。
つ
く

り
手
に
歩
み
寄
る

こ
と
で
、
一
緒
に

森
林
の
恵
み
を
活

か
し
て
い
き
た
い

で
す
ね
。

　

上
信
越
高
原
国
立
公
園
に
指
定
さ
れ
て
い
る
志
賀
高
原
で
は
、
一
九
七
〇
年
代
か

ら
ス
キ
ー
ブ
ー
ム
が
到
来
し
、
国
内
有
数
の
ウ
イ
ン
タ
ー
リ
ゾ
ー
ト
と
し
て
発
展
し

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
り
、
バ
ブ
ル
経
済
の
崩
壊
、
若
年
人

口
の
減
少
、
レ
ジ
ャ
ー
の
多
様
化
な
ど
の
要
因
に
よ
り
、
ス
キ
ー
産
業
も
低
迷
し
、

不
要
と
な
っ
た
ス
キ
ー
ゲ
レ
ン
デ
が
現
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
二
〇
一
四
年
か
ら
、
歌
舞
伎
俳
優
の
市
川
海
老
蔵
氏
の
呼
び
か
け
を
契
機

と
し
て
、
閉
鎖
さ
れ
た
ス
キ
ー
ゲ
レ
ン
デ
に
植
樹
す
る
「
い
の
ち
を
守
る
森
」
づ
く

り
＝
Ａ
Ｂ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｉ（
エ
ビ
モ
リ
）が
森
林
再
生
を
目
指
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
開

始
さ
れ
、
今
年
で
六
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

こ
の
「
植
樹
」
か
ら
始
ま
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
地
元
小
学
生
に
よ
る
育
苗

活
動
や
、
中
野
西
高
等
学
校
の
生
徒
に
よ
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
も
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

六
月
一
日
に
行
わ
れ
た
Ａ
Ｂ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｉ

２
０
１
９
で
は
、
県
内
外
か
ら
参
加
者

千
五
百
名
を
迎
え
て
、
志
賀
高
原
総
合
会

館
９
８
で
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
式
典

で
は
、
名
誉
会
長
で
あ
る
市
川
海
老
蔵
氏

も
参
加
し
て
、
植
樹
す
る
樹
木
の
紹
介
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
に
続
き
、
蓮
池
植
樹
会
場
に
移
動

し
、
晴
天
の
中
で
、
ブ
ナ
、
ミ
ズ
ナ
ラ
、

シ
ナ
ノ
キ
な
ど
二
十
二
種
類
、
一
万
本
が

植
樹
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
Ａ
Ｂ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
実
行
委
員
会

で
は
、
山
ノ
内
町
志
賀
高
原
で
植
樹
活
動

を
続
け
て
い
く
予
定
と
し
て
い
ま
す
。

第
35
回
全
国
削
ろ
う
会　

信
州
伊
那
大
会

「
繋
げ
た
い
信
州
の
大
自
然
と
匠
の
技
」

「
繋
げ
た
い
信
州
の
大
自
然
と
匠
の
技
」

Ａ
Ｂ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｉ

Ａ
Ｂ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｉ  

２
０
１
９

２
０
１
９

建前（たてまえ）実演建前（たてまえ）実演

蓮池植樹会場と志賀高原東館山蓮池植樹会場と志賀高原東館山

熱気に包まれた競技会場熱気に包まれた競技会場

【
上
伊
那
地
域
振
興
局
】

【
北
信
地
域
振
興
局
】
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トピックス

接着重ね梁の概要接着重ね梁の概要

　

二
〇
一
九
年
三
月
十
五
日
、
北
海
道
函
館
ア
リ
ー
ナ
に
お
い
て
二
〇
一
八
年
度
日

本
木
材
学
会
各
賞
授
与
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
木
材
及
び
そ
の
関
連

物
質
に
関
す
る
技
術
に
つ
い
て
、
優
秀
な
研
究
、
発
明
又
は
開
発
を
行
っ
た
者
に
授

与
さ
れ
る
日
本
木
材
学
会
技
術
賞
を
、
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
の
今
井
信
木
材
部
長
、

吉
田
孝
久
研
究
員
、
及
び
信
州
大
学
学
術
研
究
院（
農
学
系
）武
田
孝
志
教
授
の
三
名

が
受
賞
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
受
賞
は
、
当
セ
ン
タ
ー
で
進
め
て
き
た
「
接
着
重
ね
梁
」
の
研
究
が
高
く

評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。
接
着
重
ね
梁
の
開
発
は
、
国
産
材
の
利
用
割
合
が
非
常
に

少
な
い
木
造
住
宅
の
梁
桁
材
に
着
目
し
、
そ
の
時
代
の
森
林
資
源
に
対
応
し
た
木
材

利
用
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
二
〇
〇
六
年
よ
り
本
格
的
に
製
材
、
乾
燥
、
接
着
、

強
度
の
一
連
の
試
験
と
性
能
評
価
を
繰
り
返
し
、
実
用
化
に
向
け
た
技
術
的
な
改
良

を
重
ね
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
Ｓ
な
ど
の
一
般
材
規
格
に
な
い
新
た
な
構
造
材
製
品
と
な
る

た
め
、
建
築
基
準
法
の
37
条
認
定
が
必
須
で
あ
り
、
実
用
化
に
際
し
て
は
、
寸
法
安

定
性
を
確
保
す
る
た
め
の
乾
燥
技
術
の
確
立
や
、
接
着
性
能
及
び
強
度
性
能
の
評
価

を
行
う
と
共
に
、
強
度
推
定
モ
デ
ル
構
築
へ
の
検
討
を
行
い
こ
れ
ら
技
術
の
向
上
に

対
し
て
も
研
究
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、「
信
州
型
接
着
重
ね
梁
」
は
、「
木
質
複
合
軸
材
料
」
と
し
て
は
長
野

県
初
と
な
る
建
築
基
準
法
の
37
条
認
定
に
基
づ
く
国
土
交
通
大
臣
の
認
定
を
受
け
ま

し
た（
認
定
申
請
者
：
「
信
州
木
材
認
証
製
品
セ
ン
タ
ー
」（
長
野
県
内
の
製
材
業
者

等
百
四
十
六
社
で
構
成
））。
接
着
重
ね
梁
は
、
小
径
材
か
ら
大
径
材
ま
で
の
利
用
が

可
能
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
意
匠
性
の
高
い
構
造
材
と
し
て
、
梁
桁
材
へ
の
県

産
材
の
利
用
促
進
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
受
賞
を
契
機
と
し
て
、
充
実
し

つ
つ
あ
る
県
産
材
の
利
用
促
進
に
つ
な
が
る
技
術
開
発
を
、
関
係
者
の
皆
様
と
連
携

し
な
が
ら
更
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

【
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
】

第
20
回
日
本
木
材
学
会
技
術
賞
の
受
賞
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 お知らせ

　

長
寿
日
本
一
の
長
野
県
で
は
、ク
ッ
ク
パ
ッ
ド（
＊
１
）に
「
長
野
県
公
式
キ
ッ

チ
ン
」
を
開
設
し
、「
お
い
し
い
信
州
ふ
ー
ど（
＊
２
）」
選
定
品
目
を
使
用
し

た
レ
シ
ピ
や
、
信
州
Ａ
Ｃ
Ｅ（
エ
ー
ス
）プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
＊
３
）に
よ
る
健
康
づ

く
り
を
応
援
す
る
レ
シ
ピ
な
ど
を
広
く
発
信
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ク
ッ
ク
パ
ッ
ド
「
長
野
県
公
式
キ
ッ
チ
ン
」
に
、
長
野
県
の
代
表
的
な

健
康
食
材
で
あ
る
「
き
の
こ
」
を
テ
ー
マ
と
す
る
「
長
野
県
き
の
こ
料
理
コ
ン

ク
ー
ル
」
の
応
募
作
品
が
掲
載
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
今
年
の
五
月
に
第
一
弾

と
し
て
平
成
三
十
年
度
の
知
事
賞
受
賞
作
品
「
し
め
じ
で
作
る
ポ
テ
も
ち
ピ
ッ

ツ
ァ
」が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。六
月
に
は
、し
い
た
け
を
バ
ン
ズ
に
見
立
て
た「
き

の
こ
バ
ー
ガ
ー
」
が
掲
載
さ
れ
る
な
ど
、
今
後
も
多
く
の
応
募
作
品
が
掲
載
さ

れ
る
予
定
で
す
。

　

ク
ッ
ク
パ
ッ
ド
「
長
野
県
公
式
キ
ッ
チ
ン
」
に
は
こ
の
他
に
も
、
野
菜
ソ
ム

リ
エ
考
案
に
よ
る
「
簡
単
・
美
味
し
い
・
ヘ
ル
シ
ー
」
レ
シ
ピ
や
、
学
校
給
食

献
立
レ
シ
ピ
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
お
い
し
く
て
健
康
的
な
信
州
の
食
材
を

使
っ
た
料
理
が
沢
山
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

＊
１
「
ク
ッ
ク
パ
ッ
ド
」
ク
ッ
ク
パ
ッ
ド
株
式
会
社
が
運
営
す
る
、
料
理
レ
シ
ピ
を

　
　
　

検
索
・
投
稿
で
き
る
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
。
同
種
の
サ
イ
ト
と
し
て
は
日
本
最
大
。

＊
２
「
お
い
し
い
信
州
ふ
ー
ど
」
信
州
の
豊
か
な
風
土
に
育
ま
れ
た
農
畜
水
産
物
、

　
　
　

主
原
料
が
信
州
産
の
加
工
食
品
、
信
州
の
暮
ら
し
に
根
ざ
し
た
郷
土
食
な
ど

　
　
　

の
こ
と
。

＊
３
「
信
州
Ａ
Ｃ
Ｅ（
エ
ー
ス
）プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
長
野
県
が
新
た
に
展
開
す
る
健
康

　
　
　

づ
く
り
県
民
運
動
の
名
称
。
Ａ
Ｃ
Ｅ
はA

ction

（
体
を
動
か
す
）、C

heck

　
　
　
（
健
診
を
受
け
る
）、Eat

（
健
康
に
食
べ
る
）を
表
し
た
も
の
。

平成30年度知事賞受賞作品のレシピ掲載ページ平成30年度知事賞受賞作品のレシピ掲載ページ

クックパッド「長野県公式キッチン」トップページクックパッド「長野県公式キッチン」トップページ

←クックパッド「長野県公式←クックパッド「長野県公式
　キッチンは左記のQRコード　キッチンは左記のQRコード
　から入れます　から入れます

ク
ッ
ク
パ
ッ
ド
「
長
野
県
公
式
キ
ッ
チ
ン
」
に

長
野
県
き
の
こ
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
応
募
作
品
が
登
場
！

【
信
州
の
木
活
用
課
】
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お知らせ

　林業の労働災害発生の状況は減少傾向にありますが、他産業に比較して災害の発生数、頻度、
重篤度において危機的な状況が続いています。中でもチェーンソーを使った伐木作業時の死亡災
害が全体の６割を占めること等を踏まえ、チェーンソーを使う伐木作業等を行うすべての業種を
対象に、平成31年2月12日に労働安全衛生規則の一部が変わりました。主な改正点は、伐木作
業時の危険防止のため、受け口作成の基準を胸高直径20（←40）cm以上に引下げ、かかり木処理
の速やかな実施、かかられ木の伐採禁止・浴びせ倒しの禁止、樹高の２倍の半径内への立入禁止、
下肢防護のための保護衣着用の義務化等で、本年8月1日からの施行となっています。伐木等の
特別教育は18（←16）時間に増え、来年8月1日からの施行となっています。これまでのこの特
別教育修了者も2時間半の補講が義務付けられました。当支部では9月頃から補講を実施する予
定としています。

チェーンソーを使う伐木作業等の規則が変わりました！チェーンソーを使う伐木作業等の規則が変わりました！

【問合せ先】林業・木材製造業労働災害防止協会長野県支部　☎０２６-２２７- ０３２７
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大
学
４
年
の
夏
ま
で
こ
れ
を
や
っ
て
み
た
い
と
い
う

仕
事
が
見
つ
か
ら
な
い
中
、
や
ら
な
い
で
後
悔
す
る
よ

り
も
や
っ
て
後
悔
し
た
ほ
う
が
い
い
と
い
う
気
持
ち

で
、
唯
一
興
味
が
あ
っ
た
林
業
に
就
職
す
る
事
に
決
め

ま
し
た
。

　

初
め
は
何
を
し
て
い
い
の
か
わ
か
ら
ず
、
先
輩
方
の

指
示
を
待
っ
て
こ
な
す
だ
け
の
仕
事
し
か
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
だ
ん
だ
ん
慣
れ
て
く
る
と
自
分
で
考
え
て

仕
事
を
こ
な
す
事
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
に
つ

れ
て
、
楽
し
く
仕
事
を

す
る
事
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
だ
ま
だ
覚
え
て
い

か
な
い
と
い
け
な
い
事

が
沢
山
あ
る
の
で
こ
れ

か
ら
も
一
所
懸
命
、
楽

し
く
仕
事
を
こ
な
し
て

い
き
ま
す
。

　

林
業
に
つ
く
前
は
建
築
設
計
事
務
所
に
勤
め
て
机
に

向
か
う
毎
日
で
、
体
を
動
か
す
仕
事
に
移
ろ
う
か
と
考

え
て
い
た
時
に
、
通
勤
電
車
の
吊
り
広
告
で
見
た
ガ
イ

ダ
ン
ス
を
キ
ッ
カ
ケ
に
、
林
業
に
就
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

始
め
は
わ
か
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で
言
わ
れ
た
事

を
や
る
毎
日
で
し

た
が
、
暗
か
っ
た

森
が
施
業
し
た
事

で
光
が
入
り
生
き

返
っ
た
様
に
思
わ

れ
、
仕
事
し
た
事

の
充
実
感
を
感
じ

ま
し
た
。

　

去
年
で
Ｆ
Ｗ
の

研
修
も
終
わ
り
ま

し
た
が
、
ま
だ
ま

だ
教
わ
る
事
は
先

輩
か
ら
も
後
輩
か

　

今
年
度
も
「
緑
の
雇
用
」
新
規
就
業
者
育
成
推
進
事
業
に
よ
る
集
合
研
修
が
、６
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

昨
年
は
、
新
た
な
林
業
作
業
士（
フ
ォ
レ
ス
ト
ワ
ー
カ
ー
）が
55
人
誕
生
い
た
し
ま
し
た
。
今
年
は
32
人
が
１
年
目

の
研
修
に
参
加
し
ま
す
。
今
回
は
、
木
曽
郡
上
松
町
の
ひ
の
き
精
香
株
式
会
社
で
働
く
お
二
人
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

林
業
の
担
い
手
〜
県
内
認
定
事
業
体
で
働
く

　
若
き
現
場
技
能
者
た
ち
〜

　

や
り
が
い
の
あ
る
仕
事

　

研
修
を
終
え
て

鈴木 英徳さん

草野 光太郎さん

 すずき　　 ひでのり

くさの  こうたろう

年齢 44歳　
経験年数 ５年目

年齢 23歳　
経験年数 ２年目

◇趣味◇
　自転車

◇趣味◇
　ヒスイ拾い

　

弊
社
は
森
林
資
源
の
活

用
を
基
に
循
環
型
社
会
設

立
の
一
端
を
担
う
べ
く
、

「
山
を
敬
い
、
人
に
感
謝
」

を
合
言
葉
に
、「
よ
り
良

い
製
品
の
製
造
・
販
売
」

「
ム
サ
サ
ビ
の
舞
う
山
づ

く
り
」を
基
本
理
念
に
し
、

技
術
の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。 

　

人
間
の
サ
イ
ク
ル
よ
り
長
い
森
林
や
樹
木
の
サ
イ
ク

ル
の
中
に
お
い
て
、「
林
業
の
担
い
手
」
の
育
成
は
社

の
責
務
と
考
え
ま
す
。

事
業
主
コ
メ
ン
ト

ひ
の
き
精
香
株
式
会
社　

代
表
取
締
役

吉
川 

正
樹 

さ
ん

よ
し
か
わ　

ま
さ
き

ひのき精香 株式会社

所 在 地／長野県木曽郡上松町駅前通り2丁目8番地
創　　立／平成４年４月13日
体　　制／役員２名　従業員５名
勤務時間／完全週休２日制
主な業務／素材生産　森林整備

ら
も
あ
る
の
で
、
日
々
成
長
し
な
が
ら
仕
事
を
続
け
て

い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

【
長
野
県
林
業
労
働
財
団
】
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平
成
31
年
４
月
26
日（
金
）、
長
野
県

自
治
会
館（
長
野
市
）に
お
い
て
、「
緑

の
雇
用
」
新
規
就
業
者
育
成
支
援
推
進

事
業
説
明
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当

日
は
、
森
林
組
合
な
ど
県
内
41
の
林
業

事
業
体
か
ら
、
約
70
名
が
参
加
し
ま
し

た
。
ま
ず
、
長
野
県
林
業
労
働
財
団
か

ら
、
今
年
度
の
緑
の
雇
用
事
業
の
概
要

や
集
合
研
修
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

　

今
年
度
か
ら
「
緑
の
雇
用
」
事
業
で

は
、
林
業
界
へ
の
研
修
生
の
定
着
率
に

重
点
が
お
か
れ
、
自
社
、
自
社
外
は
問

わ
れ
ま
せ
ん
が
、
受
け
入
れ
た
研
修
生

の
林
業
界
へ
の
定
着
率
に
基
づ
き
助
成

が
行
わ
れ
る
仕
組
み
に
な
り
ま
し
た
。

　

つ
ぎ
に
、
実
施
計
画
書
等
の
各
種
作

成
方
法
に
つ
い
て
、
P
C
を
用
い
て
実

践
形
式
で
研
修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
、長
野
県
森
林
組
合
連
合
会
か
ら
、

監
督
検
査
業
務
の
概
要
と
、
O
J
T
計

画
表
や
研
修
生
日
誌
の
作
成
方
法
に
つ

い
て
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

令
和
元
年
度

「
緑
の
雇
用
」
事
業

　
　
　

 
ス
タ
ー
ト
！

「
緑
の
雇
用
」
事
業
に
お
け
る

　
　
　
　
 

労
働
安
全
の
推
進

森
林
・
林
業
セ
ミ
ナ
ー

　
　

  

開
催
の
ご
案
内

PCを持ち寄り実践形式で研修PCを持ち寄り実践形式で研修

末松氏による講演末松氏による講演

　

令
和
元
年
５
月
８
日（
水
）、
塩
尻
市

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー（
塩
尻
市
）に
お
い

て
「
緑
の
雇
用
」
事
業
地
方
打
合
せ
会

議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
森

林
組
合
な
ど
県
内
37
の
林
業
事
業
体
か

ら
、
約
60
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
開
会

あ
い
さ
つ
に
引
き
続
き
、「
林
業
労
働

安
全
運
動
の
取
組
み
に
つ
い
て
」
と
題

し
て
、
長
野
県
労
働
局
健
康
安
全
課
産

業
安
全
専
門
官
の
末
松
信
二
氏
に
よ
る

講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
講
演
で
は
、

過
去
に
発
生
し
た
労
災
の
内
容
に
つ
い

て
具
体
的
な
紹
介
が
あ
り
、
作
業
ご
と

　

令
和
元
年
６
月
26
日（
水
）14
時
15
分

よ
り
、
J
A
長
野
県
ビ
ル
12
階
会
議
室

（
長
野
市
）に
お
い
て
、
森
林
・
林
業
セ

ミ
ナ
ー（
主
催
：
長
野
県
森
林
組
合
連

合
会
・
長
野
県
造
林
協
会
）を
開
催
い

た
し
ま
す
。
本
年
は
、
信
州
大
学
農
学

部
助
教
・
三
木
敦
朗
氏
を
講
師
に
迎
え
、

「
地
域
の
森
林
を
豊
か
に
す
る
た
め
に

〜
新
た
な
森
林
管
理
シ
ス
テ
ム
の
本
格

始
動
を
受
け
て
〜
」
と
題
し
て
講
演
を

い
た
だ
き
ま
す
。

　

平
成
31
年
４
月
１
日
か
ら
、
森
林
経

営
管
理
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
、
地
域
の

森
林
管
理
に
お
い
て
、
市
町
村
が
重
要

な
役
割
を
果
た
す
仕
組
み
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
地
域
の
森
林
資
源
の
活
用

及
び
森
林
環
境
保
全
の
担
い
手
と
し

て
、
森
林
組
合
や
林
業
事
業
体
の
役
割

と
手
腕
の
発
揮
が
一
層
期
待
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
地
域

の
森
林
を
よ
り
豊
か
に
す
る
ヒ
ン
ト
を

得
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
森
林
・
林

業
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
ど

な
た
で
も
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い

（
参
加
無
料
）。

問
い
合
わ
せ
先
：
長
野
県
造
林
協
会
事
務

局（
長
野
県
森
林
組
合
連
合
会
内

T
E
L
：
0
2
6
―
2
2
6
―
2
5
0
4
）

の
注
意
点
等
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。「
緑
の
雇
用
」
事
業
で
は
、
研

修
外
で
の
事
故
を
含
め
て
、
平
成
30
年

度
は
全
国
で
1
2
7
件
の
労
働
災
害
が

発
生
し
て
お
り
、
長
野
県
で
も
1
件
起

き
て
い
ま
す
。

　
「
緑
の
雇
用
」
事
業
に
か
か
わ
ら
ず
、

林
業
界
は
労
災
の
発
生
率
が
依
然
と
し

て
高
く
、
本
年
４
月
末
に
は
南
信
地
域

で
伐
倒
作
業
中
の
死
亡
事
故
が
発
生
し

て
い
ま
す
。
今
年
度
の
「
緑
の
雇
用
」

ス
タ
ー
ト
を
機
に
、
今
一
度
安
全
第
一

を
肝
に
銘
じ
て
日
々
の
業
務
に
あ
た
り

た
い
と
こ
ろ
で
す
。



令
和
元
年
六
月
十
日
発
行　

長
野
の
林
業
通
巻
三
五
三
号

発　

行

長
野
の
林
業
編
集
委
員
会

長
野
市
岡
田
町
長
野
県
林
業
セ
ン
タ
ー
内

事
務
局

電
話
〇
二
六(

二
二
七)
五
〇
一
五

電
話
〇
二
六(

二
二
六)
五
六
二
〇

Ｅ
メ
ー
ル N

agarin-center1@
qa3.so-net.ne.jp

Ｅ
メ
ー
ル rinfukyo@

giga.ocn.ne.jp

（
一
社
）長
野
県
林
業
普
及
協
会

（
一
社
）長
野
県
林
業
セ
ン
タ
ー
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